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夢 、一 緒 にふくらまそっ。
山口県美祢市―。

このまちは、3億5千万年前から続くロマンと共に歩んできた。

地球の恩恵を直に感じるここでの暮らしは、ロマンそのもの。

飾らなくても美しいこのまちで、

夢、一緒にふくらまそっ。
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　かつて青い海の中にあり、色とりどりのサンゴ礁が生息

していた秋吉台。3億5千万年以上という、途方もない年

月をかけ、海洋プレートの移動により海の中から少しずつ

地上に姿を見せたサンゴ礁は、やがて石灰岩に変化し、

雨水に溶かされ、現在の雄大なカルスト地形を生み出しま

した。それだけでなく、いたるところにドリーネ（窪地）やウ

バーレ（盆地）ができ、地下には鍾乳洞まで出現。その後、

森が広がる台地となった秋吉台は、農業が発達する中世

になると、木の伐採や山焼きが行われ、一面の草原が広

がる台地へと様変わりしました。

　そんな「白い石灰岩」から成り立つカルスト地形に加え、

美祢を語るのに外せないのが「黒い石炭」の大嶺炭田。

およそ2億年前の森林が生み出した良質な無煙炭は、

日本最大級の産地として日本の産業を支えてきました。

　さらには、「赤い銅」の長登銅山。およそ1億年前、石灰

岩にマグマが貫入し、銅・銀・輝コバルト等の鉱物を生み

出し、ここで産出された銅は、奈良の大仏や和同開珎の

原料銅となりました。

　３億５千万年前から続く歴史を現代に伝え、長年まちを

潤してきたこの「白」「黒」「赤」の３色は、地域ブランドの

テーマカラーにも採用。

　雄大な景色と歴史、そしてロマンに抱かれたまち、美祢

市。自然が創り出す美祢市での暮らしこそが、ロマンその

ものなのです。

美
祢
市
を
創
っ
た

白
、
黒
、
赤
。

天地が魅せる
地 球 の 鼓 動

VR 360°
スマートフォンを
かざしてください

VR 360°
スマートフォンを
かざしてください
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　太
古
の
記
憶
を
宿
す
サ
ン
ゴ
や
ウ
ミ
ユ

リ
な
ど
の
化
石
を
含
む
石
灰
岩
で
か
た
ど

ら
れ
た
秋
吉
台
。雄
大
な
ロ
マ
ン
を
感
じ

さ
せ
る
秋
吉
台
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
は
、同
じ
日
本
と
思
え
な
い
ほ

ど
の
爽
快
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　ま
た
、「
三
洞
」と
評
さ
れ
る
秋
芳
洞

（
特
別
天
然
記
念
物
）・
大
正
洞
・
景
清
洞

（
天
然
記
念
物
）の
神
秘
的
な
造
形
美
か

ら
は
、ま
る
で
自
然
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
。化
石
探
し
や
長
登
銅
山
跡

探
検
も
人
気
で
す
。

　さ
ら
に
は
、か
わ
い
い
動
物
た
ち
と
ふ
れ

あ
っ
た
り
、探
検
カ
ー
に
乗
っ
て
野
生
動
物

を
間
近
で
観
察
し
た
り
で
き
る
秋
吉
台

サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
な
ど
、目
と
肌
で
ロ
マ
ン

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

来
て
見
て
触
れ
て
、

体
感
で
き
る
ま
ち

▲秋吉台サファリランド エサやりバス

　毎年、秋吉台を舞台に開催されるイベ
ント。カルスト台地や秋吉台の風景をたっ
ぷり満喫できる高低差のあるコースで、沿
道では地元の和太鼓などでランナーの皆
さんを応援します。子どもから大人まで自
分の体力に合わせて参加できるように
なっており、豚汁のサービスや飲食などの
出店もあるにぎやかな大会です。

ジオパークマラソン

c o l u m n

E N J O Y
w i t h

汗も笑顔も感動も―。

C O N T E N T S

　秋吉台の雄大な景色を楽しみながらのサイクリングやトレイルラン、ジオパークマラソンなど、自然に親しむイベントが近年人気を集めています。ま
た、「日本名水百選」にも選ばれている、コバルトブルーに染まった神秘の湧水池「別府弁天池」や、石英閃緑岩が堆積した「万倉の大岩郷」なども一
見の価値あり。

汗も笑 顔も感 動も― 。
人類誕生のはるか昔から存在する、秋吉台の雄大な自然。

その悠久の歴史を感じながらのサイクリングやトレッキングは、

昨日まで悩んでいたことなど忘れさせ、

明日への夢や希望をふくらませてくれる。

E N J O Y
w i t hあ

き
よ
し
ど
う

た
い
し
ょ
う
ど
う

か
げ
き
よ
ど
う

6 5
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けしき、れきし、うつくしき―。

け
し
き
、
れ
き
し
、

う
つ
く
し
き―

。

　カルスターには、ジオラマによるプロジェクションマッピングやフリーWi-Fi、携
帯電話の充電スポットなどもあり、休憩ポイントとして最適。秋吉台の雄大な景色
を眺めながらゆっくりカフェを楽しんではいかが。

　長州藩全体が討幕論に統一されるきっかけと
なった大田・絵堂の戦いで、高杉晋作ら革新派
の諸隊が本陣を置いた金麗社。奈良の大仏造
立時に使われた銅を産出した日本最古の国営
銅山「長登銅山跡」、石炭・石灰石運搬に活躍し
たSL等、当時の面影を今に伝えています。

C O N T E N T S

H I S T O R Y
w i t h

　
平
成
27（
２
０
１
５
）年
９
月
、M
i
n
e

秋
吉
台
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、市
全
域
が
山

口
県
内
で
初
め
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、「
地
球
・
大

地（
ジ
オ
／G

eo

）」と「
公
園（
パ
ー
ク
／

Park

）」を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、『
大
地
の

公
園
』を
意
味
し
、地
球
を
学
び
、丸
ご
と
楽

し
め
る
場
所
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
美
祢
市
で
は
、地
球
の
自
然
や
歴
史
、文

化
の
成
り
立
ち
、仕
組
み
を
楽
し
み
つ
つ
学

ぶ
場
所
と
し
て
、観
光
客
の
み
な
ら
ず
、地

域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
も
が
そ
の
魅
力

を
肌
で
感
じ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
秋
吉
台
の
美
し
い
風
景
は
、か

つ
て
森
で
あ
っ
た
秋
吉
台
を
草
原
が
広
が
る

台
地
に
し
よ
う
と
木
の
伐
採
や
山
焼
き
等
、

こ
こ
で
暮
ら
し
を
営
む
人
々
の
手
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、無
煙
炭
で
美
祢
市
の
基
盤
を

築
い
た「
大
嶺
炭
田
」や
、火
山
活
動
で
で
き

た
銅
を
採
掘
し
た「
長
登
銅
山
」な
ど
、ま
ち

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、地
球
の
活
動
が
も
た
ら

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
然
と
歴
史
に
抱
か
れ
て

▲金麗社▲SL ▲長登銅山跡

　秋吉台に輝く一番星のように、この地の
ランドマークになることを願い「カルスト」と
「スター（星）」を合わせて名付けられた
「Karstar」。
　観光案内所や無料休憩スペース、カフェ
を併設し、秋吉台の雄大な自然が一望で
き、サイクリングの休憩ポイントとしても人
気を集めています。

c o l u m n

Mine秋吉台ジオパークセンター
K a r s t a r（カルスター）

H I S T O R Y
w i t h

「ジオパーク×歴史」

雄大な景色の中で、

この地の歴史を築いた人々のエネルギーを感じることで、

前向きな自分と出会い、明日への希望が膨らんでいくー。
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日本の「和」に、
情緒ふくらむ̶。

　雄
大
な
自
然
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、美

祢
市
は
数
多
く
の
歴
史
や
文
化
に
彩
ら

れ
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　明
治
維
新
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る

「
大
田
・
絵
堂
戦
役
諸
隊
本
陣
跡
」や
日

本
最
古
の
国
営
銅
山「
長
登
銅
山
跡
」は

こ
の
地
の
歴
史
や
人
々
の
営
み
を
想
起
さ

せ
、伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
豊
富
で
す
。

　ま
た
、異
文
化
交
流
も
盛
ん
で
、中
国
山

東
省
棗
荘
市
と
は
友
好
都
市
協
定
を
、台

湾
の
南
投
県
や
水
里
郷
と
は
友
好
交
流
の

促
進
に
関
す
る
確
認
書
を
結
ん
で
お
り
、、

訪
問
団
や
研
修
団
、児
童
・
生
徒
同
士
の
交

流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。美
祢
市
と
台
湾
の

魅
力
が
混
ざ
り
合
っ
た「
美
祢
ラ
ン
タ
ン
ナ
イ

ト
フ
ェス
テ
ィ
バル
」は
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化

C O N T E N T S

　川沿いを乱舞するホタルが楽しめる秋芳町八代地区や、高
さ30m、横幅10mの県内最大級の滝「秋芳白糸の滝」、カキツ
バタ自生群落として、県自然記念物にも指定されている「二反
田ため池の湿地植物群落」など、市内のいたるところに日本の
原風景が残っています。

日  本 の「 和 」に 、

情  緒 ふくらむ ̶ 。

　県指定文化財である「別府念仏踊」や地域に継承されている神楽など、古くから
の祭りが今に伝えられており、近年では、秋吉台が舞台の「秋吉台観光まつり花火
大会」や、「美祢ランタンナイトフェスティバル」などのイベントも美祢のまちを鮮やか
に彩ります。

C U L T U R E
w i t h

　美祢市役所横の厚狭川河川敷に約
150本の桜の木々が立ち並ぶ美祢さくら
公園では、毎年４月の第１土曜日、「みね
桜まつり」が開催されます。
　まつり当日は、お茶会、もちまき、太鼓の
演奏などのステージイベントやバザー出
店もあります。
　夜は提灯の明かりとライトアップされた
桜が幻想的で、毎年多くの花見客で賑わ
います。

みね桜まつり

c o l u m n
さ
ん

な
つ
め
し
ょ
う
し

お
お
だ
・
え
ど
う
せ
ん
え
き
し
ょ
た
い
ほ
ん
じ
ん
あ
と

な
ん
と
う
け
ん

す
い
り
き
ょ
う

C U L T U R E
w i t h

「イベント×文化」

四季折々に、懐かしい日本の風景が点在する美祢のまちは、実は浴衣がよく似合う。

春の見事な桜並木や夏の花火、秋の神楽など、

古くからの伝統文化に、和の心を膨らませてー。

と
う
し
ょ
う
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　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
に
よ
り
、観
光
客

の
ニ
ー
ズ
は
個
別
・
体
験
志
向
へ
と
移
行
し
、

地
域
資
源
や
特
色
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、交
流
を
深
め
な
が
ら
、観
光
客

に
満
足
の
い
く「
お
も
て
な
し
」を
提
供
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、市
全
体
で

友
好
都
市
と
の
交
流
事
業
を
推
進
し
、交

流
人
口
の
拡
大
、受
け
入
れ
体
制
の
整
備

や
誘
客
可
能
な
施
設
の
充
実
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、県
と
連

携
し
海
外
へ
の
積

極
的
な
情
報
発

信
や
ツ
ア
ー
の
誘

致
に
よ
り
、海
外
観
光
客
の
増
加
も
単
な
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
な
く
、市
民
と
観
光
客

と
の
交
流
を
図
り
、世
界
と
繋
が
る

場
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

P R O J E C T
w i t h

「夢を運ぶトリプルエンジン」

トリプルエンジンの始動により発信される美祢の魅力は、

人々をひきつける、夢を運ぶまちの原動力となる。

世
界
と
私
が

繋
が
る
場
所
で

　平成24（2012）年7月に開所した、台湾台北市にあ
る美祢市台北観光・交流事務所。台湾の人々のニー
ズを直接把握でき、美祢市の魅力をリアルタイムに発
信できる利点を活かし、美祢市や山口県への観光客
や交流人口の増加を図っています。

　空き家を活用した国際交流などニーズの多様化に対応すると
ともに、市民一人ひとりが地域に誇りと愛着をもち、訪れる外国人
に「おもてなし」を提供しています。

※インバウンド：外国人が訪れてくる旅行のこと。 日本へのインバウンドを
訪日外国人旅行または訪日旅行という。

国際交流
推進

プロジェクト

六次産業化
推進

プロジェクト
ジオパーク
活動推進
プロジェクト

定住促進
プロジェクト

漫画・アニメーションの

活用による事業促進
国際交流
推進

プロジェクト

海外研修で
カナダに行き、
異文化について
学びました。

▲海外研修（カナダ） ▲海外研修（台湾）

※
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皆さんが
「あっ！」と驚く
ジオの魅力を
お届けします。

ジオパーク
活動推進
プロジェクト

六次産業化
推進

プロジェクト

　日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
十
分
に
活
か

す
た
め
、地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組

み
や
情
報
発
信
な
ど
に
よ
る
活
用
・
P
R

を
推
進
し
、美
祢
市
の
認
知
度
や
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
、広
域
・
観
光
交
流
の
活
性

化
、市
内
経
済
の
活
性
化
な
ど
、市
全
体
の

活
力
向
上
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、学
校
教
育
に
お
い
て
も
、ジ
オ

パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ジ
オ
学
習
を
通
し

て
、情
報
収
集
方
法
や
表
現
能
力
を
身
に

付
け
、地
域

へ
の
愛
着
と

誇
り
を
持
つ

子
ど
も
の
育

成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　ジ
オ
活
動
は
、観
光
客
に
と
っ
て
は
癒
し

を
、市
民
に
と
っ
て
は
学
び
と
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
と
い
う
名
の

超
巨
大
公
園

　カルスターはカフェや休憩所だけでなく、市民が
ジオを学び、ジオを活かしたメニュー開発や体験を
する場としての顔も持っています。

　秋吉台や秋芳洞をはじめとした、学術的価値の
高い資源の保存・保全を行うため、人材育成に取
り組んでいます。

　美
祢
市
で
は
、農
林
業
の
生
産
と
加

工
・
販
売
の
一
体
化
や
、地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
を
促
進
す
る
な

ど
の
六
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　美
祢
市
な
ら
で
は
の
良
質
な
赤
土
や

ド
リ
ー
ネ
畑
な
ど
、豊
か
な
大
地
が
育
む

作
物
は
味
も
栄
養
も
満
点
。こ
れ
ら
を
六

次
産
業
化
す
る
こ
と
は
、第
一
次
産
業
の

安
定
し
た
経
営
や
、雇
用
創
出
と
拡
大
、

地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　同
時
に
、「M

ineC
ollection

（
通
称
ミ

ネ
コ
レ
）」で
美
祢
市
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化

し
、情
報
発
信
と
販
路
拡
大
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
恩
恵
、

ギ
ュ
ッ
と
集
め
て

　水はけのよい土壌、昼夜の大きな寒暖差といった特有の自然環
境が、糖度の高いみずみずしい秋芳梨やほっこり甘い厚保くりを
育みます。

　美東町赤郷地区でとれる美東ごぼう。粘土質の固
い土の中でじっくり育つので、香りも良く、きめ細かい
口あたりになります。平成29年9月に県内2番目となる
※地理的表示保護制度（GI）に登録されました。

美祢の魅力が
ギュッと詰まった
ミネコレを
ぜひご堪能
ください。

▲道の駅みとう▲カルストーネ
　（ミネコレ認定商品）

▲化石採集体験

QRコード
（ミネコレ）

▼秋吉台科学博物館

▲子どもガイド ▲山焼き

※農林水産省が地域独自の農林水産物や食品の名称を知的財産と
して保護する制度。
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祢
市
な
ら
で
は
の
良
質
な
赤
土
や

ド
リ
ー
ネ
畑
な
ど
、豊
か
な
大
地
が
育
む

作
物
は
味
も
栄
養
も
満
点
。こ
れ
ら
を
六

次
産
業
化
す
る
こ
と
は
、第
一
次
産
業
の

安
定
し
た
経
営
や
、雇
用
創
出
と
拡
大
、

地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　同
時
に
、「M

ineC
ollection

（
通
称
ミ

ネ
コ
レ
）」で
美
祢
市
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化

し
、情
報
発
信
と
販
路
拡
大
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
恩
恵
、

ギ
ュ
ッ
と
集
め
て
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して保護する制度。
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言葉では
伝わりにくいことを
絵で表現する楽しさが
この漫画塾には
あります。

公民館で結婚式
を挙げました。
手作りの式で
参加者の皆さんも
喜んでくれました。

　各
地
で
進
む
人
口
減
少
対
策
は
、美
祢

市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、定
住

人
口
を
増
や
し
、ま
ち
の
活
力
を
支
え
る

力
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、今
や
最
重

要
事
項
で
す
。

　そ
こ
で
、空
き
家
の
活
用
や
住
宅
確
保

支
援
な
ど
、住
ま
い
の
提
供
・
確
保
を
中
心

に
定
住
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、住
み
や

す
さ
、就
業
支
援
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
確

保
、若
い
家
族
の
た
め
の
子
育
て
支
援
な
ど

を
行
い
、す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、移
住
体
験
や
住
宅
購
入
費
助
成

事
業
な
ど
、住
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
や
住
み
続
け
た

い
と
思
わ
れ
る
環

境
づ
く
り
の
た
め

の
施
策
に
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　美祢地域の中央部に位置する住宅団地、来福台。中国自動車道美祢ICやJR美祢駅などが
近くにあり、山口県西部を中心にした広いエリアの通学・通勤に優れた立地です。そのほか
にも、美東地域の長田定住団地や秋芳地域の旦住宅団地も販売中です。

　よ
り
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
仕
掛
け
づ

く
り
や
、市
民
に
施
策
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
の
魅
力
的
な
情
報
発
信
、市
民
協
働
の

重
点
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、漫
画
・ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、本
市
の
P
R
・

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　中
で
も
、美
祢
市
出
身
で
ふ
る
さ
と
交

流
大
使
で
も
あ
る
漫
画
家
の
苑
場
凌
氏
に

「
美
祢
マ
ン
ガ
塾
」の
開
講
や
広
報
誌
で
の

連
載
を
依
頼
。

　「
難
し
そ
う
」

「
よ
く
わ
か
ら
な

い
」と
、敬
遠
さ

れ
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
楽
し
さ
や

面
白
さ
を
加
え
た
魅
力
的
な
情
報
発
信
を

行
い
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

移
住
・
定
住
促
進
へ
と
繋
げ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
気
軽
に

も
っ
と
楽
し
く

　苑場氏が講師を務める「美祢マンガ塾」。小学生～
60代の幅広い年代の受講生が、キャラクターの描き方
などを毎回楽しく学んでいます。

漫画・アニメーションの活用による事業促進

定住促進
プロジェクト

　美祢社会復帰促進センター※では、苑場氏の指
導のもと、刑務作業の一環で漫画等に使用する背
景を製作しています。

※美祢市社会復帰促進センター：平成19（2007）年
4月に開所した日本初の官民協働の刑務所。

　赤郷地区に移住されたご夫婦。古民家での生活に憧れを持っていた
お二人は、知人から紹介された古民家で新婚生活をスタートしました。

誰
も
が
住
み
た
い

住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ

　美祢市への移住を促進するため、「ここで暮らす
人、ここで育つ子どもたちが輝けるまち」をテーマ
に、Ｕターンしてきた家族の暮らしをアニメーショ
ンと実写を交えた斬新な動画で配信中。

そ
の
ば
り
ょ
う

▼美祢住宅団地「来福台」

▼旦住宅団地

　長田定住団地▲
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L I F E
w i t h
夢 叶えしヒト― 。

悠久のロマンに抱かれ、夢と希望を膨らませて暮らす

美祢の人々のエピソード。

　３人の息子と５人暮らしの内藤さん

ご家族。工房を構えるために旦那さん

は家のリフォームを、子ども達は看板

を作ったりと、家族みんなで開業。

　また、農家さんとコラボして、廃校を

利用したイベントを開催するなど、精

力的に活動中。

　私は下関市出身で、主人は美祢市出身。他市で暮らして

いましたが、子どもが小学校に上がる時、「パパと同じ学校に

行きたい！」というのがきっかけで、 美祢市に帰ってきました。

　まだ子どもが幼かった時、 初めて焼いたパンを子ども

がとても嬉しそうにほおばっている姿を見て、「あっ、パン

屋さんになろう！」と（笑）。そこから独学でパン作りを学び、

無添加の自家製酵母パンを作っています。

　ありがたいことに今では行列もできるようになりましたが、

買いに来られる方はマナーも良く、近所の神社が駐車場を

利用させてくださったり、とても温かいまちですよ。

　美祢市は、チャンスにあふれているまちだと思います。

私も今後はカフェを併設して、秋吉台・秋芳洞に負けない

美祢市の魅力を作って行きたいですね。

　コンビニやインターネットで「欲しい物」がすぐに手に

入る今だからこそ、この美祢の地で「本物」を提供し続け

たいと思います。

人 の 温 かさと
可 能 性 にあふれ たまち。

i n

t e r v i e w

1M I N E  L I F E          D R E A M E R
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地 元 以 上 に 好きなまち。

　美祢全体をアートなまちにしたいと

写真を撮り続ける谷さん（左）と、地元

密着で赤郷地区の情報発信に力を入

れている花岡さん（右）。活動内容や

出身地は違えども、美祢の活性化を

共通のテーマに日々 活動している。

i n

t e r v i e w

3M I N E  L I F E          D R E A M E R

　小学校の全校生徒は今現在15名

程度。「少ないのは逆手に取れば密着

教育、本当の友達ができる環境ですか

らね」と常にポジティブな齋藤さんの

気持ちが、地域の原動力となっている。

　生まれも育ちも美祢市で、就職は萩市のテレビ局で報

道や番組制作を担当していましたが、父が亡くなったこと

をきっかけに美祢市に戻りました。

　代 、々地元愛を受けて育ったので、地元への恩返しと勉強

も兼ねて、今は農家と木こり、兼業農家として働いています。

また、地域の伝統を守り伝えていくため、伝統芸能「神楽舞」

もしています。子どもも楽しそうに参加してくれていますよ。

　子育ての環境においては、人数が少ないから友達との

絆が深まりますし、自然に囲まれているので、登下校は

ちょっとした冒険ですよね（笑）。こうした体験を通じて

できた友人は、大人になっても心にずっと残っています。

　ただ、子ども達には一度は美祢市を出て、できれば海

外にも行ってもらいたい。そうすれば、言葉では表現しき

れないここの魅力に気づくと思いますよ。

　美祢市はいろんな可能性を秘めた場所。雄大な自然の

中、ほっこり田舎暮らしもできる一方、若い方がここに来れ

ば、常に地域の中心で活動することができます。

　地域に密着しながら、人の手助けや自分のやりたいこと

にチャレンジできるこのまちは、「誰もが主役になれるまち」

だと思いますね。

誰もが 主 役 になれるまち。

i n

t e r v i e w

2M I N E  L I F E          D R E A M E R

　谷さん作の写真集。地元
の方でも知らない角度から
美祢の魅力を発信している。

　私（谷）と美祢との出会いは、妻の里帰りの延長で訪
れた秋吉台。その雄大さに心を打たれ、写真撮影に３年
ほど通っていると、ほかにも魅力的なスポットがたくさん
あることに気づき、美祢への移住を決めました。
　今は、美祢魅力発掘隊員として、私が魅了された美祢
の魅力を写真を通して発信しています。この写真で、もっ
と地元の方たちに美祢の魅力を再認識してもらうととも
に、私のように美祢に惚れ込む人を増やしたいですね。
　この地域は自然と歴史から芸術性を見いだすことが
できる場所。世界中から芸術家が訪れるアートなまちに
することが僕の夢ですね。

　私（花岡）と美祢との出会いは、東京にある「やまぐち暮
らし東京支援センター」を訪れたことがきっかけです。そ
の後すぐ美祢を訪れ、「よう来ちゃったね」と笑顔で迎え
てくれた地元の方たちの人柄に触れ、ここの魅力を実感
し、美祢魅力発掘隊員に応募することを決めました。
　今は、赤郷地区で地域の将来を考える場に参加しつ
つ、月刊通信やカレンダーの作成など、地域の魅力発信
に注力しています。地域の方 と々一緒に活動させていた
だき、人口減少していくからこその共感や一体感・結束
力を高めた結果、地域内外の交流へ繋がることを夢見
ています。

20 19



地 元 以 上 に 好きなまち。

　美祢全体をアートなまちにしたいと

写真を撮り続ける谷さん（左）と、地元

密着で赤郷地区の情報発信に力を入

れている花岡さん（右）。活動内容や

出身地は違えども、美祢の活性化を

共通のテーマに日々 活動している。

i n

t e r v i e w

3M I N E  L I F E          D R E A M E R

　小学校の全校生徒は今現在15名

程度。「少ないのは逆手に取れば密着

教育、本当の友達ができる環境ですか

らね」と常にポジティブな齋藤さんの

気持ちが、地域の原動力となっている。

　生まれも育ちも美祢市で、就職は萩市のテレビ局で報

道や番組制作を担当していましたが、父が亡くなったこと

をきっかけに美祢市に戻りました。

　代 、々地元愛を受けて育ったので、地元への恩返しと勉強

も兼ねて、今は農家と木こり、兼業農家として働いています。

また、地域の伝統を守り伝えていくため、伝統芸能「神楽舞」
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　子育ての環境においては、人数が少ないから友達との

絆が深まりますし、自然に囲まれているので、登下校は

ちょっとした冒険ですよね（笑）。こうした体験を通じて

できた友人は、大人になっても心にずっと残っています。

　ただ、子ども達には一度は美祢市を出て、できれば海
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誰もが 主 役 になれるまち。

i n

t e r v i e w

2M I N E  L I F E          D R E A M E R

　谷さん作の写真集。地元
の方でも知らない角度から
美祢の魅力を発信している。

　私（谷）と美祢との出会いは、妻の里帰りの延長で訪
れた秋吉台。その雄大さに心を打たれ、写真撮影に３年
ほど通っていると、ほかにも魅力的なスポットがたくさん
あることに気づき、美祢への移住を決めました。
　今は、美祢魅力発掘隊員として、私が魅了された美祢
の魅力を写真を通して発信しています。この写真で、もっ
と地元の方たちに美祢の魅力を再認識してもらうととも
に、私のように美祢に惚れ込む人を増やしたいですね。
　この地域は自然と歴史から芸術性を見いだすことが
できる場所。世界中から芸術家が訪れるアートなまちに
することが僕の夢ですね。

　私（花岡）と美祢との出会いは、東京にある「やまぐち暮
らし東京支援センター」を訪れたことがきっかけです。そ
の後すぐ美祢を訪れ、「よう来ちゃったね」と笑顔で迎え
てくれた地元の方たちの人柄に触れ、ここの魅力を実感
し、美祢魅力発掘隊員に応募することを決めました。
　今は、赤郷地区で地域の将来を考える場に参加しつ
つ、月刊通信やカレンダーの作成など、地域の魅力発信
に注力しています。地域の方 と々一緒に活動させていた
だき、人口減少していくからこその共感や一体感・結束
力を高めた結果、地域内外の交流へ繋がることを夢見
ています。
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1
描

く

夢

は

、

無

限

大

。

D R E A M
w i t h

将来像

～太古のロマンに抱かれ、夢をはぐくむまちづくり～

第一次美祢市総合計画

自然と調 和し、潤いと活力にみちた

やすらぎと交流の郷
さ と

　医療体制や高齢者・障害者福祉環境、子育て環境の

充実など、すべての人が安心して暮らせる住みよいまちで

あるための施策を継続して推進します。また、公共交通の

確保や上下水道の充実など生活の基盤となる都市整備、

豊かな自然環境の保全・調和、交通安全や防犯対策、地

域の防災力の向上など、定住環境の整備に努めます。

自然と共に生きる
人にやさしいまちづくり

～ 安 全・安 心 の 確 保 ～

▲消防出初式 ▲美祢さくら公園 ▲パワフルシニア教室
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2

3

4

5
※PDCA：事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法の一つで、Plan
（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Action（改善）を繰り返すことで業務を継続的に改善する。

　秋吉台や秋芳洞といった豊富な観光資源を有効活用

して観光交流を促進するため、交通アクセスの整備や観

光ルートの確立のための施策を継続して推進します。

　また、おもてなしの心が感じられるまちを目指し、観光サー

ビスやボランティアガイドの育成に力を入れます。全国自治

体との地域間交流や国際交流の推進にも努めます。

「交流拠点都市～観光立市～」を目指した
おもてなしのまちづくり

～ 観 光 交 流 の 促 進 ～

▲ジオツアー ▲秋吉台リフレッシュパーク ▲美祢市観光協会

　豊かな地域資源を活かし、多様な産業を創出するとと

もに、雇用の拡大、企業誘致、観光と連携した地場産業

の育成を推進します。特産品の知名度を高める地域ブラ

ンド開発では、生産・加工・販売の連携を図って六次産

業化し、道の駅や直売所などを活用した特産品のPRと

流通を推進します。

人が潤い、まちが潤う
活力あふれるまちづくり

～ 産 業 の 振 興 ～

▲宇部興産（株）
伊佐セメント工場

▲工業団地
（リーディングプラザ十文字）

▲田園風景（赤郷地区）

　教育環境の充実や地域の歴史・文化の継承、地域

活動を支える人材を育てるための施策を継続して推進

します。

　さらに、芸術・文化活動や生涯スポーツの推進と意識

向上を図る取り組みや、地域の文化財を受け継ぐ環境づ

くり、人権尊重や男女平等の意識向上にも取り組みます。

まち全体が学びの場
「ひと」を育てるまちづくり

～ひとの 育 成 ～

▲MINE GEO ENGLISH CLUB ▲農業体験学習 ▲市民体育祭
ニュースポーツフェスティバル

　健全な財政運営のため、※PDCAサイクルに基づいて事

業の改善を図ります。さらに、大学や金融機関・民間企業と

の連携を推進し、外部への業務委託など民間活力の導入

を促進することで、質の高い行政サービスを提供します。

　また、市民と自治体による協働のまちづくりを目指し、市民

活動団体の育成や地域コミュニティの活性化に努めます。

市民とともにつくる
協働のまちづくり

～ 行 財 政 運 営 の 強 化 ～

▲市民総社会参加活動 ▲美祢社会復帰促進センター
矯正展

▲美祢市議会
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D A T A

美祢市の持つさまざまな魅力を最大限に活かし、

潤いと活力にみちたまちづくりを展開していきます。0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

平成
2年

平成
7年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

▼産業別就業者数の推移（15歳以上）
第１次産業　　第２次産業　　第３次産業　　分類不能

資料：国勢調査

総数

農林漁業

鉱業、採石業、砂利採取業 

建設業 

製造業 

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信・運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

サービス業

公務・その他 

事業所数 　

1,377
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7

133
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7

35

347

12

20
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39

従業者数（人）
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197
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3,247

30

529

2,056
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47

4,588

597

▼産業別事業所数・従業者数

資料：総務省統計局「事業所企業統計調査」、「経済センサス-基礎調査」H26.7.1現在

▼観光客数（単位：千人）
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年度

資料：山口県観光振興課「山口県観光客動態調査」
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様
な
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源
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材
を
活
か
し
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子
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の
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れ
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を
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ま
す
。

人
口
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持
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に

向
け
て

▲JR美祢線

▲美祢市立病院 ▲美祢市立美東病院
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　多
様
な
資
源
、人
材
を
活
か
し
た
仕
事
づ

く
り
や
結
婚
か
ら
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、人
口
減
少
対
策
の
施
策
に

よ
り
、人
口
維
持
・
定
住
を
図
り
ま
す
。

人
口
維
持
・
定
住
に

向
け
て

▲JR美祢線

▲美祢市立病院 ▲美祢市立美東病院
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profile
ふるさと切手「隅田川花火・朝顔」「深川八幡祭」「天神祭」
などに採用。平成21（2009）年度には、文化庁文化交流使
に指名。アメリカ・スペイン・ロシア・イラン・キューバ・トル
コ・ジョージア・中国など海外においても展覧会を開催。平
成28（２０１６）年１１月フィラデルフィア日米協会から日本人
初の「最高芸術賞」を授与。その他、商品パッケージデザイ
ンも担当するなど、国内外で活躍中。

M i n d
w i t h

美 祢 市とともに ― 。
全国で活躍される美祢市出身の方々から、

美祢市への膨らむ思いを今ー。

ふ
る
さ
と
に
感
謝久
保 

修

　美
祢
市
に
生
ま
れ
て
、早
い
も
の
で

今
年
67
歳
。大
学
に
行
く
た
め
に
18
歳
で

ふ
る
さ
と
を
離
れ
、気
が
付
く
と
ふ
る
さ

と
で
過
ご
し
て
い
た
時
間
よ
り
も
、そ
の

他
の
場
所
で
過
ご
し
た
時
間
の
方
が
か

な
り
長
く
な
り
ま
し
た
。

　現
在
は
、東
京
新
宿
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な
雑
踏
と
し
た
場

所
で
、「
自
然
の
風
景
や
旬
の
食
材
な
ど
、

よ
く
描
け
る
ね
〜
」と
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、三
つ
子
の
魂
百
ま
で
で
は
な
い

で
す
が
、幼
い
頃
を
大
自
然
で
過
ご
し
た

記
憶
が
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。季

節
ご
と
の
風
の
香
り
や
自
然
の
恵
み
、そ

う
い
う
素
晴
ら
し
い
体
験
を
18
年
間
過

ご
せ
た
こ
と
が
、今
こ
の
仕
事
に
つ
い
て
何

よ
り
の
宝
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、美
祢
市
の
風
土
を
よ
り

多
く
の
人
に
作
品
を
通
し
て
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

profile
≪歌も看護も心から≫をモットーに看護師から歌手に
転身、現在も看護師免許を活かし健康講座を行う異色
歌手。平成21（2009）年に北海道稚内市ふるさと大使、
平成22（2010）年に美祢市ふるさと交流大使など、４つ
の大使に任命される。
テイチクレコードより「ザンザ岬」、「秋芳洞愛歌」、「知
床岬」などリリース。全国のテレビ、ラジオ、舞台へ出演
するなど活躍中。

美
祢
市
は
、
私
の
原
点
で
す

profile
平成3（１９９１）年にデビュー。「ぼんくら任侠伝」が週刊少年マガジン新人賞受賞、代表
作に「ずっこけパウワウ狂走曲」、内田康夫原作の「浅見光彦シリーズ」や西村京太郎原
作の「十津川警部シリーズ」のコミカライズや美祢の幕末史「あずさ弓の如く」等、多彩な
画力を持つ。
近年、美祢市の広報誌でマンガ連載を開始。また、「美祢マンガ塾」を開講し、老若男女
問わず多くの受講生に人気を博している。

「
会
い
た
い
景
色
」が
残
る
ま
ち

　私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
は
、心
の
拠
り

所
。そ
れ
は
な
に
も
有
名
な
観
光
地
で
も

立
派
な
建
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。ほ
か
の

人
な
ら
ば
目
も
く
れ
ず
通
り
過
ぎ
て
し

ま
う
よ
う
な
柿
の
木
で
あ
っ
た
り
小
川

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。幼
い
こ
ろ
か
ら
目

に
し
て
い
た
風
景
は
心
の
奥
に
残
っ
て
お

り
、そ
の
風
景
を
眺
め
る
だ
け
で
、体
と

心
に
張
っ
て
い
た
も
の
が
解
け
、休
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。私
は
そ
れ
に
会
い
に
、こ

の
ま
ち
に
戻
っ
て
き
ま
す
。美
祢
に
は
や

さ
し
い
景
色
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す

か
ら
、み
な
さ
ん
に
も
き
っ
と
、そ
の
様
な

風
景
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　住
ん
で
い
る
人
も
、離
れ
た
人
も
、ふ

と
し
た
時
に
会
い
に
行
け
る
風
景
が
あ

る
、そ
ん
な
美
祢
市
で
こ
れ
か
ら
も
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
に
と
っ
て
故
郷
・
美
祢
市
は
心
安
ら

ぐ
懐
か
し
い
場
所
。た
と
え
遠
く
に
離
れ

て
い
よ
う
と
心
の
中
に
は
生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
が
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　青
い
空
に
映
え
る
緑
の
山
々
秋
吉
台
、

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
秋
芳
洞
・
大
正
洞
・
景

清
洞
な
ど
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

歴
史
と
文
化
と
伝
統
の
ま
ち
美
祢
市
は

私
の
原
点
で
あ
り
、誇
り
で
す
。

　人
と
し
て
の
生
き
方
を
教
え
て
く
れ

た
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
の
思
い
は
年
々
大

き
く
な
る
ば
か
り
、信
条
で
も
あ
り
ま

す
、あ
き
ら
め
な
い
心
、志
を
つ
ら
ぬ
く

心
、人
を
思
い
や
る
心･･･

を
大
切
に
こ
れ

か
ら
も
前
を
向
い
て
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

　支
え
続
け
て
下
さ
る
ふ
る
さ
と
の
皆

様
に
い
つ
か
恩
返
し
で
き
る
日
を
夢
見

な
が
ら
、ふ
る
さ
と
の
未
来
も
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

苑場  凌  【漫画家】

【
切
り
絵
画
家
】

入
山 

ア
キ
子

【
歌
手
】

い

り

や

ま

く

　

ぼ

し
ゅ
う

そ 　 の 　 ば 　 　    りょう

28 27
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美
祢
市
は
、平
成
20（
２
０
０
８
）年
３
月
21
日
に
美
祢
市
・

美
東
町
・
秋
芳
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、本
年
、市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
新
市
基
本
計
画
及
び
第
一
次
美
祢
市
総
合
計
画
を
柱

と
し
て
、地
域
の
発
展
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
10
年
の
歩
み
を
礎
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、未
来

を
見
据
え
た
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、「
住
み
た
く
な
る
、住
み

続
け
た
い
ま
ち
」を
目
指
し
、ま
た
、将
来
像
で
あ
る
「
自
然
と
調

和
し
、潤
い
と
活
力
に
み
ち
た
や
す
ら
ぎ
と
交
流
の
郷
」の
実
現
に

向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
指

導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
市
勢
要
覧
は
、美
祢
市
の
魅
力
や
こ
れ
ま
で
の
歩
み
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、美
祢
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

一つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。市
内
外
を
問
わ
ず
、よ
り
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
、美
祢
市
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

美
祢
市
長

市
長
ご
あ
い
さ
つ

▼中国自動車道
・美祢インターチェンジから ‥‥‥‥ 車で約7分
・美祢西インターチェンジから ‥‥‥ 車で約20分
▼空路
・山口宇部空港から ‥‥‥‥‥‥‥ 車で約50分 

市へのアクセス

美祢市MAP（面積：472.64km2）

市の木「カシ」（平成２１年４月４日告示）
　ブナ科の常緑高木であり、市全体に多数

自生しています。古くから生垣や農具、建材

として生活に密着し、市民に馴染み深く、親

しまれています。

市の花「サクラ」（平成２１年４月４日告示）
　バラ科の落葉高木又は低木であり、日本を

代表する花として知られています。厚狭川桜

並木をはじめ、市内の随所に名所があり、市

民に親しまれ、愛されています。

市章（平成２１年４月４日告示）
　美祢市の「Ｍ」をモチーフに、雄大なカルスト台

地、緑あふれ稔りある大地、やすらぎと活力ある美

祢市の姿をイメージ、白地は輝きと風（交流と調

和）、グリーンは発展・調和・健康を表現しています。

▼鉄道
・JR美祢線 美祢駅から‥‥‥‥‥‥ 徒歩約4分
・山陽新幹線 新山口駅から ‥‥‥‥ 車で約40分
・山陽新幹線 厚狭駅から ‥‥‥‥‥ 車で約20分

美祢市立美東病院

秋吉台観光交流センター

来福台 美祢市立病院

厚保地域
交流ステーション

山口美祢農協
厚保くり選果場

於福地域交流ステーション

Mine秋吉台
ジオパークセンター
「カルスター」

MINE City

10th
Anniversary

太古のロマンの上を歩み続けた10年。さらなる発展と魅力の拡大を胸に、今、足跡をたどる。

振り返る、
美 祢 市 1 0 年 の 歩 み
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平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

新「美祢市」誕生
初代市長に村田弘司氏就任
中国山東省棗荘市と友好都市協定調印
合併1周年記念式典及び秋芳洞開洞100周年記念式典
秋篠宮様が秋芳洞、秋吉台をご視察
豪雨災害により市内各所が被災、JR美祢線橋梁流失
地域高規格道路「小郡萩道路」十文字ICから絵堂ICが開通
JR美祢線運転再開
おいでませ！山口国体開催（軟式野球、自転車ロードレース）
鳳鳴小学校閉校
第２代市長に村田弘司氏就任
「美祢市台北観光・交流事務所」開所
大嶺中学校校舎竣工式
田代小学校閉校
台湾南投県水里郷と友好交流の促進に関する確認書の締結
市制施行5周年記念式典開催
桃木小学校、下郷小学校、本郷小学校閉校
第１回美祢ランタンナイトフェスティバル開催
「山口県立宇部総合支援学校美祢分教室」開校
日本ジオパークに認定（山口県内初）
秋芳南中学校、秋芳北中学校閉校
秋芳中学校開校
第３代市長に西岡晃氏就任
Mine秋吉台ジオパークセンター「カルスター」オープン
東厚小学校、川東小学校閉校
山口大学秋吉台アカデミックセンター開所
第１回JBCF秋吉台カルストロードレース開催
地方自治法施行７０周年記念式典において美祢市が地方自治功
労団体として総務大臣表彰を受賞
市制施行10周年記念式典開催

厚
狭
川

至 山口

①平成20年：新「美祢市」誕生、
　美祢市役所開庁式
②平成24年：美祢市台北観光・
　交流事務所開所式
③平成28年：カルスター開所式
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❷

❸

下関市

長門市

萩市

山口市

宇部市

山陽小野田市
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祢
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祢
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東
町
・
秋
芳
町
の
合
併
に
よ
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誕
生
し
、本
年
、市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
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れ
ま
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の
10
年
間
、ま
ち
づ
く
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の
指
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計
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祢
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総
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計
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の
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取
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組
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参
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し
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ひ
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ま
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ご
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協
力
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物
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す
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TEL：0837-52-1110　FAX：0837-53-1959
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夢 、 一 緒 に ふ く ら ま そ っ 。

M I N Ew i t h

本冊子の一部の写真・映像は、特別な許可を得て撮影しています

美祢市公式サイト
美祢市の各種情報を掲載している市公式サイトです

MINECITY_official
美祢市の美しい風景や特産品などの情報をInstagramにて発信しています

LIFE OF MINE 山口県美祢市
美祢市のイベント情報などを、Facebookにて発信しています

美祢市観光協会公式サイト
美祢市の観光・スポーツ情報をまとめたサイトです

美祢市移住プロモーション動画「美祢暮らしのスケッチ」
アニメーションで描いた移住促進動画


